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○総合福祉センターの移転問題について

　＜質問＞
　総合福祉センターの移転について、現在 2 カ所の候補地をあげ、位置について検討してきたが、駅西
については、新幹線駅の開業もふまえ、まちづくりの観点からの土地利用を考え、移転先としては須田峰
に決定したとの報告がありましたが、どういう協議の過程をへて決定したのか。6 月の補正予算で、取り
付け道路の改良事業の設計測量費・用地測量費として 460 万円の補正予算が計上されていますが、市民
のみなさんからは、また須田峰ありきで進んでしまうのではないかとの意見が寄せられています。もっと時
間をかけ住民合意を得るよう努力し、慎重にすすめるべきではないか。

　＜市長答弁＞
　3 月と5 月の社会福祉協議会の理事会・評議員会でご意見をいただき、さらに関係者のご意見をお聞
きするなかで、市として最終的に飯山駅西は新幹線開業を考えた土地利用のために残し、総合福祉センター
は須田峰に移転整備することとさせていただきました。道路整備については、この決定に基づき道路改良
が必要との判断から要求させていただいたものです。
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○新クリーンセンター建設問題について

　＜質問＞
　新クリーンセンターの操業開始について、平成19 年 4 月ということが最大の根拠とされて、計画がす
すめられてきた。ここにきて現クリーンセンターの 2 年間操業延長を地元に申し込むということが言われて
いるが、2 年間の延長というのは事実上平成 19 年 3 月建設完了、4 月操業開始は不可能となったとの判
断をしたと受け止めていいのか。その場合、何が問題で不可能となったのか。2 年間の延長とした根拠に
ついて、建設が計画通りにすすまなかった場合のごみ処理はどうするのか見解を伺います。

　＜市長答弁＞
　平成19 年 4 月稼働を大前提にして、住民のみなさんと取り組んできた。4 年の歳月を経てようやくまと
め上げた計画書を県経由で国に提出したが、県では一部住民の公害調停申請を理由に国にあげず、公害
調停が終わっても、住民監査請求、住民訴訟反対運動があるなか、知事もそれに同調し、岳北の計画に
懸念があるとし、事業をとめたままの状況となっている。家庭ごみの処理は市町村の責任であり、一日
も早く計画書を国にあげるよう要請してきたが、状況は好転せず一年が過ぎ、来年春の稼働は不可能に
なったと判断した。来年以降のごみ処理について検討したが、責任ある処理方法として、地元との約束を
まげて、現施設の稼働延長をお願いするとの決断をした。万が一新施設の建設ができない場合には民間
への委託も必要と考えている。

一　般　質　問

○千曲川の治水対策について

＜質問＞
　千曲川の土砂堆積は今や長野盆地にまで延長していると考えられる。中州の拡大・中小河川での千曲
川増水時の逆流等は、狭窄部が上流の流れを妨げ、土砂の堆積を重ね、さらに上流に影響を及ぼしてい
る結果であると考える。千曲川流域市町村が団結し、沿線住民が協力し合って、全千曲川流域の抜本的
治水対策、河川改修に取り組むよう、飯山市から呼びかけを行っていただきたい。

＜答弁＞
　現在も「千曲川改修期成同盟会」「北信地域千曲川等改修期成同盟会」において、築堤・護岸工・河
道掘削・狭窄部拡幅等、河川改修の要望などを行い、国交省・財務省・県選出国会議員等への提言をし
ている。飯山市でも「千曲川等災害対策連絡協議会」「千曲川・信濃川直轄河川編入連絡協議会」を組
織し、市内の改修要望や、県管理区間の湯滝下流区間の国直轄編入と築堤等の整備改修の要望をしてい
る。今後は浅川関係の内水対策を含め、上流域の関係市町村と共に河川改修整備を関係機関に要望して
いく。


